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第 2 章では CO2 レーザ照射による各種金属粉末の溶融固化特性について調べるとともに，銅粉末とアルミニウム粉




第 4 章では，熱伝導を考慮した有限要素法を用しh 銅粉末の溶融解析を行った。パルス YAG レーザを 1 パルスだけ
照射した場合の溶融現象の解析から，銅粉末のレーザ吸収率が固体の銅の約4倍であることを見いだした。また，複数
パルス照射した場合について，溶融部の体積収縮と表面張力による変形を考慮、した計算モデルを提案し，実験結果と





















以上の基礎実験から，提案した方法にはパルス YAG レーザが適しているとして，以下の章では50Wパルス YAG レー
ザを用いて，実用システムを開発するための研究を行っている。
第 4 章と 5 章では，パルス YAG レーザを用いて線状の固化体を得るための基礎実験と解析を行っている。第 4 章で










件を明らかにしている。最後に，レーザプロトタイピングに適した具体的な 3 次元積層方法を提案し，金属の 3 次元
モデ、ルが作成できることを示している。
本論文は，レーザを用いた金属モデルの新しい直接造形法を提案し，最適な加工条件などを実験および温度解析を
用いて明らかにして，実現の可能性を実証したものであり， CAD からの直接造形法として，設計生産技術に寄与する
ところは大きし博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める。
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